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令
和
５
年
度
中
島
村
の
一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
で
37
億
９
，

４
０
２
万
３
千
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
４
，

６
１
３
万
６
千
円
の
増
、
率
に

し
て
１
・
２
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　　

役
場
庁
舎
建
築
工
事
２
億
７

４
６
万
円
、
庁
内
什
器
購
入
２
，

９
９
４
万
５
千
円
、
情
報
系
端

末
更
新
事
業
１
，
９
４
５
万
円
、

耐
火
金
庫
購
入
３
５
２
万
円
。

　　

介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付

費
１
億
１
，
１
３
２
万
５
千
円
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

料
４
，
１
１
６
万
５
千
円
、
輝

ら
フ
ィ
ッ
ト
指
定
管
理
運
営
委

託
料
９
６
４
万
９
千
円
、
子
ど

も
医
療
費
１
，
８
３
３
万
９
千

円
、
児
童
手
当
７
，
６
８
７
万
円
。

　　

私
的
二
次
救
急
医
療
機
関
支

援
負
担
金
３
０
６
万
円
、
予
防

接
種
経
費
１
，
９
１
７
万
円
、

各
種
検
診
経
費
１
，
５
４
８
万

円
、
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
４
０
０
万
円
、
衛
生
処
理
組

合
負
担
金
（
ご
み
、
し
尿
）
６
，

５
４
４
万
４
千
円
。

　　

水
田
利
活
用
促
進
事
業
交
付

金
８
２
０
万
８
千
円
、
農
道
改

良
工
事
費
１
億
５
，
２
０
８
万

１
千
円
、
排
水
施
設
造
成
工
事

１
，
８
０
０
万
円
、
た
め
池
浚

渫
工
事
１
億
円
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
２
，
１
８
６
万
円
、

森
林
整
備
推
進
事
業
委
託
１
６

２
万
１
千
円
。

　　

商
工
会
補
助
金
５
０
０
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金
２
８
３
万
円
。

　　

急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金

３
９
０
万
円
、
狭
あ
い
道
路
整
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歳 入
地方税（村税）
5億2,493万4千円
13.8％

地方税（村税）
5億2,493万4千円
13.8％

地方交付税
12億6,000万円
33.2％

地方交付税
12億6,000万円
33.2％

繰入金
8億4,289万1千円
22.2％

繰入金
8億4,289万1千円
22.2％

国庫支出金
2億651万7千円 
　　　　5.4％

国庫支出金
2億651万7千円 
　　　　5.4％

県支出金
1億4,852万5千円 3.9％
県支出金
1億4,852万5千円 3.9％

村債
5億6,780万円 
　15.0％

村債
5億6,780万円 
　15.0％

その他 1億3,157万6千円 3.6％

地方消費税交付金 1億1,178万円 2.9％
　

令
和
５
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
村
長
か
ら
諮
問
が
２
件
、
条
例
改
正
議
案
が

15
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
案
８
議
案
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算

及
び
事
業
会
計
予
算
案
８
議
案
、
発
委
２
件
の
合
計
35
議
案
が
提

出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

令和５年�第１回議会定例会令和５年�第１回議会定例会
一般会計当初予算一般会計当初予算

37億9,402万円を議決37億9,402万円を議決

総　

務　

費

農
林
水
産
業
費

民　

生　

費

商　

工　

費

土　

木　

費

衛　

生　

費



備
等
促
進
事
業
５
９
０
万
円
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
８
，
７
０
０
万
円
、
道
路
舗

装
長
寿
命
化
事
業
２
，
４
７
１

万
３
千
円
、
村
営
住
宅
修
繕
工

事
設
計
業
務
５
９
０
万
円
。

　　

防
犯
灯
設
置
工
事
１
１
０
万

円
、
常
備
消
防
負
担
金
１
億
３

１
１
万
円
。

　　

滑
津
小
学
校
施
設
整
備
工
事

３
，
４
６
３
万
８
千
円
、
吉
子

川
小
学
校
整
備
工
事
４
６
７
万

円
、
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事

設
計
業
務
委
託
２
，
９
７
０
万

円
、
幼
稚
園
施
設
整
備
工
事
５

４
５
万
６
千
円
、
修
学
旅
行
補

助
金
１
，
３
３
６
万
６
千
円
、

改
善
セ
ン
タ
ー
施
設
解
体
工
事

８
，
４
０
８
万
４
千
円
、
給
食

調
理
業
務
委
託
２
，
３
７
６
万

円
。
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○会計別当初予算 単位：％

区　　　分 Ｒ５年度 Ｒ４年度 増減率
一 般 会 計 37億9,402万3千円 37億4,788万7千円 1.2
国 民 健 康 保 険 特 別 5億5,934万1千円 5億8,038万5千円 -3.6
土 地 造 成 事 業 特 別 3,871万円 1,489万9千円 159.8
墓 地 会 計 特 別 340万2千円 324万4千円 4.9
介 護 保 険 特 別 5億2,703万1千円 4億9,678万9千円 6.1
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 5,109万9千円 5,111万3千円 -0.0

合　　　計 49億7,360万6千円 48億9,431万7千円 1.6

農林水産業費
6億1,452万6千円 
           16.2％

農林水産業費
6億1,452万6千円 
           16.2％

衛生費  
2億4,995万6千円
6.6％

衛生費  
2億4,995万6千円
6.6％

消防費  1億5,239万2千円 4.0％
議会費  5,540万9千円 1.5％
商工費等  3,612万3千円 1.0％

総務費
7億1,980万6千円
19.0％

総務費
7億1,980万6千円
19.0％

  土木費
2億7,857万7千円 7.3％
  土木費
2億7,857万7千円 7.3％

公債費
2億5,046万2千円
　　　　　 6.6％

公債費
2億5,046万2千円
　　　　　 6.6％

民生費
7億3,306万3千円
19.3％

民生費
7億3,306万3千円
19.3％

教育費
7億370万9千円 
18.5％

教育費
7億370万9千円 
18.5％

歳 出

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
推
進

子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
推
進

消　

防　

費

教　

育　

費

会　　計　　別
（公営企業会計については当年
度の歳入歳出のみ掲載）

収益的収入 収益的支出
資本的収入 資本的支出

簡 易 水 道 事 業 会 計 1億7,824万1千円 2億183万円
8,624万2千円 1億2,296万7千円

集落排水処理事業会計 2億9,612万3千円 2億5,298万8千円
5,560万円 1億6,745万5千円

※簡易水道特別会計、農業集落排水処理事業特会計は、令和５年
　度より公営企業会計へ移行

老朽化した改善センタープール管理棟

ため池浚
しゅんせつ

渫工事予定地（童里夢公園内新池）



◆
地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
　

地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
定
年
の
引

き
上
げ
等
の
制
度
改
正
に
伴
う
関
連
条
例
に
つ
い

て
、
一
括
で
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
・
期
末
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
議
会
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
村
長
等

の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　
　

地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

及
び
寒
冷
地
手
当
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
に
伴
い
、
出
産
一
時
金
を
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

◆
中
島
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

利
用
時
間
を
実
態
に
即
し
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
公
民
館
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　
　

利
用
時
間
を
実
態
に
即
し
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
体
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

利
用
時
間
を
実
態
に
即
し
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例

　
　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
等
の
個
人
情
報
保
護
の
規
定
に
つ

い
て
一
元
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
行
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

　
　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法

に
基
づ
き
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

農
業
委
員
会
委
員
等
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
の
報
酬
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
審
査
委
員

報
酬
、
投
票
立
会
人
等
の
報
酬
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
子
ど

も
家
庭
庁
に
権
限
の
一
部
が
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
う
、
引
用
条
項
等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　
◆
中
島
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
子
ど

も
家
庭
庁
に
権
限
の
一
部
が
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
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議
決
さ
れ
た
条
例

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決



　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

小針　弘美 氏 有松　德一 氏

任   期
令和５年７月１日～令和８年６月30日

諮問

議会だより　R5.5５

◆
中
島
村
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
子
ど

も
家
庭
庁
に
権
限
の
一
部
が
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
う
、
引
用
条
項
等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
中
島
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
給
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
子
ど

も
家
庭
庁
に
権
限
の
一
部
が
移
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
中
島
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

　
　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

議
会
が
地
方
公
共
団
体
の
機
関
か
ら
除
外
さ
れ
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
３
億
４
，
４
３
５
万
６
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
36
億
７
，
２
５
０
万
９
千
円

と
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
村
税
３
，
８
５
７
万
２
千
円
、

地
方
交
付
税
３
，
０
５
２
万
５
千
円
、
法
人
事
業
税
交

付
金
１
１
８
万
５
千
円
の
増
額
補
正
、
国
庫
支
出
金
６
，

２
６
７
万
５
千
円
、
県
支
出
金
１
，
５
１
７
万
８
千
円
、

繰
入
金
３
億
４
９
２
万
９
千
円
、
村
債
３
，
７
０
０
万

円
の
減
額
補
正
で
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
５
，
５
７
２
万
２
千

円
、
民
生
費
７
，
０
７
５
万
１
千
円
、
衛
生
費
３
，
２

４
３
万
９
千
円
、
農
林
水
産
業
費
３
，
２
０
４
万
２
千

円
、
土
木
費
５
，
２
７
９
万
４
千
円
、
教
育
費
８
，
５

７
０
万
６
千
円
の
減
額
補
正
で
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

　

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
７
会
計
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
大
半
が
事
業
精
査
に
よ
り
額
の
確

定
に
よ
る
減
額
補
正
で
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
有
松
德
一
氏
（
中
島
東
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
）
及
び
小
針
弘
美
氏
（
代
畑
）
が
、
令
和
５

年
６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き

両
名
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣

に
推
薦
す
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
適
任
と
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

○会計別補正予算
会　計　別 補正前の額 補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 40億1,686万5千円 ▲3億4,435万6千円 36億7,250万9千円

国民健康保険特別 6億211万円 121万2千円 6億332万2千円

簡 易 水 道 特 別 2億7,311万4千円 ▲1,417万2千円 2億5,894万2千円

土地造成事業特別 3,844万4千円 ▲234万1千円 3,610万3千円

農業集落排水処理事業 2億5,644万5千円 ▲611万5千円 2億5,033万円

墓 地 会 計 特 別 344万4千円 1万8千円 346万2千円

介 護 保 険 特 別 5億4,644万1千円 ▲3,496万4千円 5億1,147万7千円

後期高齢者医療特別 5,131万円 ▲45万1千円 5,085万9千円
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国
は
新
型
コ
ロ

　
　

ナ
を
感
染
法
上
５

類
へ
引
き
下
げ
、
マ
ス

ク
の
着
用
は
、
個
人
の

判
断
に
委
ね
る
と
発
表

し
ま
し
た
が
、
変
異
株

出
現
等
に
よ
り
、
今
後

も
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
①

現
在
村
内
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
状
況
、

②
公
費
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
期
間
、
③
公
共

施
設
に
お
け
る
マ
ス
ク

着
用
の
対
応
、
④
国
に

よ
る
医
療
費
負
担
が
な

く
な
っ
た
場
合
、
村
で

負
担
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
以
上
４
点
に
つ
い

て
質
問
い
た
し
ま
す
。

答 小室　辰雄議員
中学校マレーシア修学旅行の再開に向けた
現地の状況確認を行うため

問 海外出張の目的は？海外出張の目的は？

　
　
　

村
長
は
、
１
月

　
　

16
日
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
へ
渡
航
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
目
的
は
何

か
、
そ
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
詳
細
な
る
説
明

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
渡
航
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
中
学
校

マ
レ
ー
シ
ア
修
学
旅
行
の

再
開
に
向
け
、
現
地
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
中
学
校
の
マ
レ
ー
シ

ア
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年

度
よ
り
見
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
。

　

再
開
で
き
る
状
況
が
整

え
ば
、
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
現
地
の
状
況
を

確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

村　

長

　

内
容
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
国

内
の
コ
ロ
ナ
感
染
や
そ
の

対
策
状
況
、
出
入
国
の
手

続
、
滞
在
中
の
活
動
や
感

染
し
た
場
合
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
地
で
も
中
島
村
の
子

ど
も
た
ち
の
訪
問
を
心
待

ち
に
し
て
お
り
、
以
前
の

よ
う
に
交
流
が
図
れ
る
こ

と
を
歓
迎
し
て
お
り
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
万

全
な
受
入
れ
態
勢
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
安
堵

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

再
開
に
つ
い
て
は
、
生

徒
や
保
護
者
の
意
向
を
踏

ま
え
た
上
で
決
定
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
現
状
を
説
明
す
る

た
め
に
も
、
現
地
の
状
況

を
目
で
見
て
確
認
で
き
た

こ
と
は
、
よ
り
正
確
な
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

貴
重
な
訪
問
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

①
２
月
28
日
現
在
の
接

種
率
は
、
乳
幼
児
接
種
は

３
・
１
％
、
小
児
接
種
は

29
・
７
％
、
12
歳
以
上
接

種
は
67
・
５
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

②
接
種
期
間
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
法
上
の
特

例
臨
時
接
種
に
位
置
づ
け

さ
れ
公
費
に
よ
る
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
延

長
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

③
村
内
公
共
施
設
内
で

の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

は
、
密
に
な
る
場
面
等
で

は
感
染
防
止
と
し
て
マ
ス

ク
着
用
の
協
力
を
求
め
る

な
ど
、
場
面
に
応
じ
た
対

応
を
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 村　

長

　

④
今
後
患
者
負
担
が
出

て
く
る
見
通
し
で
す
が
、

村
で
の
医
療
費
負
担
や
助

成
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
や
県
の
負
担
軽
減
措
置

等
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応

し
ま
す
。

答 引き続き国の方針に従い感染症
対策をおこなう。

問 今後の新型コロナウイルス感今後の新型コロナウイルス感
染症対策、対応については？染症対策、対応については？

　
　
　

マ
レ
ー
シ
ア

　
　

修
学
旅
行
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
た
場
合
の
現
地
で
の

医
療
体
制
、
生
徒
の
対

応
、
帰
国
時
の
体
制
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
本
領
事
館
へ
の
紹
介
や
、

ホ
テ
ル
近
く
の
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
考
え
て
い
ま

す
。
生
徒
へ
の
対
応
は
、

学
校
関
係
者
を
現
地
に
１

名
残
す
予
定
で
す
。
帰
国

時
の
飛
行
機
に
つ
い
て
は
、

週
２
本
の
直
行
便
で
な
く
、

毎
日
運
行
し
て
い
る
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
経
由
便
を

利
用
し
帰
国
す
る
予
定
で

す
。
医
療
費
に
つ
い
て
も

保
険
で
対
応
し
ま
す
。

教
育
長
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令
和
５
年
度
の

　
　

予
算
編
成
に
当

た
っ
て
ど
の
よ
う
な
点

を
重
点
に
取
組
ん
で

い
く
の
か
質
問
し
ま

す
。
①
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
、
行
財
政
改
革

は
不
可
欠
で
す
が
、
村

長
の
考
え
は
。
②
令
和

５
年
度
の
税
収
は
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
る

か
。
個
人
村
民
税
等
の

一
般
財
源
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
較
し
、
影
響

を
受
け
て
い
る
か
。
③

村
長
が
総
会
に
招
待

さ
れ
た
地
区
数
、
ど

の
よ
う
な
意
見
交
換

が
あ
っ
た
の
か
、
そ

の
意
見
を
村
政
に
ど

の
よ
う
に
反
映
し
て

い
く
の
か
。
④
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
ど

の
よ
う
な
基
準
、
考
え

で
予
算
づ
け
す
る
の
か
。

　

最
後
に
、
中
島
村
第

６
次
総
合
振
興
計
画

が
完
成
し
、
村
が
目

指
す
姿
と
、
骨
太
と

な
る
主
な
と
こ
ろ
は
。

　

①
財
政
運
営
に
当
た
っ

て
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
、
常
に
健
全
性
の
確
保

に
努
め
、
最
終
的
な
経
費

負
担
者
で
あ
る
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
念
頭
に
予
算

編
成
し
て
お
り
ま
す
。
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
は
じ
め
と
し
た
改
修
工

事
や
農
業
施
設
の
安
全
対

策
、
さ
ら
に
農
道
長
寿
命

化
事
業
や
浚
渫
工
事
、
給

食
無
料
化
等
の
子
育
て
支

援
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
な
ど
の
施
策

を
中
心
と
し
た
予
算
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

②
農
産
物
価
格
の
回
復

傾
向
や
太
陽
光
発
電
事
業

の
増
加
等
に
よ
り
、
住
民

税
・
固
定
資
産
税
等
が
増

額
の
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
の
比
較

で
あ
り
ま
す
が
、
個
人
村

民
税
、
令
和
元
年
度
収
入

額
２
億
１
，
１
１
９
万
５

千
円
、
令
和
３
年
度
収
入

答 小林　均議員
適正な行政水準の確保と住民福祉の向上につ
とめる。

問 令和５年度の予算編成に当たってど令和５年度の予算編成に当たってど
のような点を重点に取り組むのか？のような点を重点に取り組むのか？

村　

長

額
２
億
９
８
７
万
２
千
円

で
０
・
６
％
の
減
で
あ
り

ま
す
。
法
人
住
民
税
、
令

和
元
年
度
収
入
３
，
５
０

６
万
４
千
円
、
令
和
３
年

度
収
入
２
，
１
４
０
万
３

千
円
で
、
38
・
９
％
減
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に

つ
い
て
は
税
率
改
正
に
よ

る
減
収
で
あ
り
ま
す
。

　

③
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
感
染
症
の
影
響
で
招

待
を
さ
れ
な
い
地
区
も
あ

り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

は
３
行
政
区
と
１
つ
の
実

行
組
合
か
ら
招
待
を
受
け

ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
、

そ
の
地
区
に
関
す
る
も
の

を
中
心
に
、
村
で
の
取
組

等
を
説
明
し
て
お
り
ま

す
。
総
会
の
中
で
受
け
た

質
問
や
要
望
等
に
つ
い
て

は
、
直
ち
に
対
応
で
き
る

も
の
、
行
政
区
要
望
と
し

て
今
後
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
も
の
等
、
関
係
課

と
情
報
共
有
し
施
策
へ
反

映
し
て
お
り
ま
す
。

　

④
各
課
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
重
点
事
業
や
行
政
区

か
ら
の
要
望
を
反
映
し
た

事
業
や
、
総
合
振
興
計
画

を
基
に
予
算
編
成
し
て
お

り
ま
す
。
た
め
池
浚
渫
工

事
の
よ
う
に
、
今
な
ら
交

付
税
措
置
さ
れ
る
時
限
的

制
限
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
予
算
確
保
の
観
点

か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
中
島
村
第
６
次

総
合
振
興
計
画
で
は
、
今

後
の
社
会
・
経
済
情
勢
の

変
化
に
対
応
で
き
る
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
村
民
の

皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
今
後
10
年
間
の

目
指
す
べ
き
指
針
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
目
指
す

姿
で
あ
り
ま
す
が
、
「
み

ん
な
が
輝き

ら
め
く　

豊
か

な　

な
か
じ
ま
む
ら
」
を

第
６
次
総
合
振
興
計
画
の

将
来
像
と
位
置
づ
け
ま
し

た
。
「
み
ん
な
が
輝き

ら
め

く
」
は
、
村
民
が
輝
く
よ

う
な
笑
顔
で
過
ご
せ
る
村
、

村
民
み
ん
な
で
つ
く
り
上

げ
る
村
を
目
指
せ
る
よ
う

に
と
思
い
を
込
め
た
言
葉

で
す
。
「
豊
か
な
」
は
、

自
然
・
文
化
・
経
済
・
心

の
豊
か
さ
を
目
指
す
と
い

う
意
味
を
込
め
た
言
葉
で

す
。
さ
ら
に
、
今
後
10
年

間
、
こ
の
将
来
像
実
現
の

た
め
に
３
つ
の
基
本
理
念

を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
ひ
と（
社

会
）」、
２
つ
目
は「
く
ら

し（
環
境
）」
、
３
つ
目
は

「
し
ご
と（
経
済
）」
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
３
つ
の

基
本
理
念
に
６
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
、
村
の
目
指

す
べ
き
姿
の
将
来
像
の
目

標
達
成
に
向
け
、
村
民
の

皆
様
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
よ
り
よ
い
村
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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答 小松　公雄議員
生徒や保護者を対象に、現状を十分説明し
意向を確認した上で判断する。

問 中学生のマレーシア修学旅行を中学生のマレーシア修学旅行を
考えなおした方がよいのでは？考えなおした方がよいのでは？

　
　
　

村
長
は
、
令
和

　
　

５
年
度
の
施
策
の

中
で
、
中
学
生
の
マ
レ

ー
シ
ア
へ
の
修
学
旅
行

の
再
開
を
上
げ
て
お
り

ま
す
が
、
父
兄
や
生
徒

の
中
に
は
、
行
く
の
を

不
安
視
す
る
人
が
少
な

か
ら
ず
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
の
点
を
お
尋

ね
し
ま
す
。
①
村
長
、

教
育
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
②

生
徒
や
父
兄
、
引
率
す

る
先
生
方
の
考
え
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

③
生
徒
た
ち
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
何
％
な
の

か
。
④
マ
レ
ー
シ
ア
の

コ
ロ
ナ
の
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
⑤
マ
レ
ー
シ

ア
で
感
染
し
た
場
合
の

対
処
は
大
丈
夫
な
の
か
。

⑥
経
費
は
い
か
ほ
ど
な

の
か
。

　

①
中
学
校
マ
レ
ー
シ
ア

へ
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

で
す
が
、
村
で
は
、
平
成

村　

長

26
年
、
27
年
度
に
希
望
す

る
中
学
生
の
マ
レ
ー
シ
ア

海
外
派
遣
事
業
を
開
始
し
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
中

学
３
年
生
の
修
学
旅
行
と

し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
感
性
豊
か
な
年
代

に
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
気
候

の
違
い
や
現
地
同
世
代
の

学
生
と
の
交
流
、
食
文
化

の
違
い
な
ど
を
体
験
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
物

事
を
考
え
、
判
断
す
る
力

を
育
む
貴
重
な
機
会
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

国
内
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
、

５
月
８
日
に
は
感
染
法
上

の
分
類
が
５
類
へ
移
行
さ

れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

と
同
じ
扱
い
に
な
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
渡
航
環
境

等
が
整
え
ば
再
開
し
た
い

と
考
え
、
実
施
に
向
け
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
再
開
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

を
含
め
た
東
南
ア
ジ
ア
各

国
の
国
内
状
況
や
感
染
状

況
、
渡
航
条
件
等
様
々
な

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
実
施

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
直
接

現
地
に
赴
き
、
マ
レ
ー
シ

ア
国
内
の
状
況
な
ど
を
確

認
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

村
及
び
教
育
委
員
会
と

し
ま
し
て
は
、
生
徒
や
保

護
者
を
対
象
に
、
現
在
の

状
況
な
ど
を
十
分
に
説
明

し
、
意
向
を
確
認
し
た
上

で
判
断
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

②
今
年
２
月
に
中
学
２

年
生
保
護
者
や
学
年
の
先

生
方
に
説
明
す
る
時
間
を

い
た
だ
き
、
質
問
や
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
に
お
応
え
し
、
生
徒
、

保
護
者
へ
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

③
中
学
校
２
年
生
で
２

回
目
を
接
種
終
了
し
て
い

る
割
合
は
89
・
５
％
で
す
。

　

④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
イ
ト
、
世

界
の
感
染
状
況
か
ら
の
デ

ー
タ
と
し
ま
し
て
、
３
月

１
日
で
新
規
感
染
者
数
２

１
７
人
、
10
万
人
当
た
り

で
は
、
日
本
が
55
人
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
３
・
７
人
と

い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
感
染

状
況
が
日
本
よ
り
早
く
鎮

静
化
し
て
お
り
、
日
常
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い

現
状
が
見
ら
れ
ま
す
。　

　

⑤
病
院
ま
た
は
ホ
テ
ル

で
滞
在
し
て
治
療
す
る
こ

教
育
長

と
に
な
り
ま
す
。
生
徒
が

感
染
し
た
場
合
、
同
行
す

る
教
師
等
が
帰
国
ま
で
随

行
し
て
、
治
療
費
は
保
険

対
応
で
き
る
の
で
、
参
加

者
の
負
担
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
現
地
視
察
の
際
、
日

本
領
事
事
務
所
の
紹
介
で

宿
泊
先
に
近
い
総
合
病
院

も
視
察
し
て
お
り
ま
す
。

　

⑥
生
徒
40
名
、
同
行
教

師
６
名
の
旅
行
費
用
約
１
，

３
０
０
万
円
を
当
初
予
算

で
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
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行
　
政
　
報
　
告

〇
主
な
中
止
行
事

・
新
年
祝
賀
会

〇
規
模
縮
小
で
実
施

・
村
表
彰
式

・
中
島
村
消
防
団
出
初
式

・
安
全
祈
願
祭

・
令
和
５
年
二
十
歳
を
祝

う
会

・
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事

業
・
中
島
村
生
活
応
援
券

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
各
種
行
事

等
が
中
止
や
延
期
、

規
模
を
縮
小
し

　
　
　
　
　
開
催

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

　

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
を
令
和
５
年
２
月
７
日
に

開
催
し
、
補
正
予
算
１
件
の
審
議
と
採
決
を
行
い
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
令
和
４
年
度
中
島
村一般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

既
定
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
３
０
万
９
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
40
億
１
，
６
８
６
万
５
千
円
と
し
た
。

主
な
増
額
補
正
し
た
も
の　

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
関
連
経
費　

５
３
０
万
９
千
円
。

関
連
事
業
実
施

工
事
・
事
業
の

進
捗
状
況

〇
主
な
完
了
工
事

・
役
場
新
庁
舎
建
築
工

事
躯
体
工

・
吉
岡
橋
橋
梁
補
修
工

事
・
下
町
天
神
西
線
と
愛

宕
山
元
村
線
舗
装
本

復
旧
工
事

〇
主
な
年
度
内
完
成
予

定
工
事

・
農
道
長
寿
命
化
事
業

５
路
線
改
良
舗
装
工

事
・
滑
津
後
山
線
改
良
工

事
・
二
子
塚
町
畑
線
歩
道

設
置
工
事

・
た
め
池
浚
渫
工
事

　

孫
六
池
測
量
設
計
業

務
委
託
及
び
新
池
浚

渫
工
事（
現
年
度
分
）

〇
完
了
済
の
主
な
事
業

・
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業

・
水
田
利
活
用
促
進
事

業

自治功労者表彰受賞
　

藤
田
利
春
議
長
は
こ
の
ほ
ど
、

議
会
議
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

▶
消
防
出
初
式

▶
二
十
歳
を
祝
う
会

▶
二
子
塚
町
畑
線
歩
道
設
置
工
事

▶
役
場
新
庁
舎
建
築
工
事
躯
体
工
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「行政区長に聞く」は村内各11地区のＰＲなどを交えて各行政区長に紹介していただきます。

１　吉岡地区のＰＲをお願いします。１　吉岡地区のＰＲをお願いします。

「行政区長に聞く」11回目
　全11回

２　村、議会に望むことを教えてください。２　村、議会に望むことを教えてください。

３　未来の区の夢を教えてください。３　未来の区の夢を教えてください。

吉岡行政区長

鈴木　昌幸さん
〈66歳〉

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県中島村大字滑津字中島西11-1

電話 0248－52－3486

発行

　近年、地区内の村道を通勤道として利用される方が増え
ております。町畑方面から吉岡橋を渡ろうとしたときに橋桁付
近の道路が上り坂で曲っているため、橋の上を対向してくる
車や人の確認が遅れて危険ですので整備を要望致します。
また、迎久保と大泉坊地内を通る県道白河石川線において
は、通過する大型トラックの衝撃音が住宅内に響いてくるとか、
日陰が多いため降雪後の路面凍結が長く続いてしまうなど
の問題があります。この件については、県に繋いで頂ければ
幸いです。

　吉岡地区は阿武隈川を挟んで３地区に分かれておりますが、そ
れぞれの地区がより親睦を深め、今後、高齢化が進むであろう地
区内において、隣近所が助け合って生活できるような地区になっ
ていってほしいと思います。

住民の声
こ え

白河市

矢吹町

泉崎村

石川町

吉岡行政区

議会のうごき議会のうごき

1月 25日 ◦令和５年第１回臨時会招集告示

２
月

7日 ◦議会運営委員会、全員協議会、令和５年　第１回臨時会

8日 ◦西白河地方町村議会議員研修会

22日 ◦令和５年第１回定例会招集告示

22日 ◦令和５年第１回白河地方広域市町村圏整　備組合議会定例会

22日 ◦例月出納検査

27日 ◦福島県町村議会議長会　令和４年度　（第２回）定期総会　

28日 ◦議会運営委員会　

3月 7日 ◦令和５年第１回定例会開会　常任委員会

３
月

9日 ◦令和５年第１回定例会　【一般質問・条例】

10日 ◦令和５年第１回定例会【補正予算】

13日 ◦全員協議会

15日 ◦令和５年第１回定例会　【一般会計・当初予算】

16日 ◦令和５年第１回定例会　【特別会計・当初予算】

23日 ◦例月出納検査

４
月

3日 ◦辞令交付式

17日 ◦議会広報編集委員会

20日 ◦例月出納検査

　吉岡地区は町畑、迎久保、大泉坊の三つの地域で構成された
行政区です。地域の中心を阿武隈川が流れていることにより、各
方部が離れているため、それぞれが独立した事業を計画し実行
しているのが特徴です。部落の南隣に白河市東地区、東隣に石
川町赤羽地区が隣接しているため、昔からこれらの地域とは交流
があります。
　部落の中心を流れる阿武隈川の堤防などは散歩コースとして
利用している地域住民も多く、吉岡橋より望む那須連山の風景は
美しく特に積雪のある冬の風景は最高です。
　また、近年、町畑地区の共同墓地付近から短甲などが発見さ
れた四穂田古墳は有名です。

　町畑から吉子川小学校に向う村道につきましては、歩道
設置が決定されたということに感謝致します。これで通学する
子供たちの安全がある程度確保されるのではと思います。


